
第3巻　第4号 135

ベビー・一… ・ロケットS．T．R．の設計

糸　　川 英　　夫

ベビーS・ロケットの設計について

　1．　発　　端

　ベビー・Pケットの構想の基礎が立てられたのはS．R

計画（Sounding　Rocketの略称，旧AVSA計画（1）が，

1．G．　Y．（2）参加に伴う計画変更によって改画されたもの）

が始まるよりさらに前の昭和29年8月頃からである．当

時入手し得る唯一の固体燃料は9mm径のもので，これ

を基礎にしてペソシル・Ptケットの系列がつくられた．こ

のうち標準ペソシルについては生産研究7巻8号に詳報

され，ペソシル300，2段ペソシル，無尾翼ペゾシル等，

については本報告中に記されてある通りである．

　さてペソシル・ロケットから発してどのようなstepを

経てAerobeeやVikingのような大型Pケットに達す

るかが問題である．下はTest　MissileおよびSounding

Rocketとして参考になる代表的なものの，燃料搭載量

の一覧表である・

　ぺyシル　　　（日）

　ベビー　　　　　（日）

　　アルファー　　　（日）

　Goddard（1932）（米）

　A－1．A－2　　　（独）

　Private　A　　　（米）

　　エリコy

　WAC－Corpora1（米）

　　Aerobee　　　（米）

　これで見ると，

らスタt－一’トとし，

12．3gr

　lkg

　3kg

10kg

40kg

80kg

100kg

200kg

300kg

　　　　　　　　ドイツはA－1．A－2の燃料量40kgか

　　　　　　　　V－2の10Tonに到っており，米国は

1932年Goddardの10kgからスタートし，カルフォル

ニア大学の最初のTest　Missileで80kgとなり，つい

で同大学の本格的Sounding　Rocketで200kgに到って

いる．われわれのプラソではスタートがこのいずれより

もはるかに低く，僅か12．　3grからスタートしたことに

著しい特色がある・いずれはAerobee級の200～300kg

級に行くとして，12．3grから300kgまでを，何段階で

step　upするかが問題である・

　このstep　up　ProgramについてはいずれKAPPA

Rocketの設計報告の中で詳しい経過とその根拠を報告，

することにして，ここには

　　　12．3gr→1kg→3kg→10kg

と云うstepが29年8月前後に立てられたことだけに止

める．

　12．3grは最初Tiny　Lanceと呼ばれ，　launcher　length，

C．G．位置と分散の関係その他の研究に主目標をおき，次

いで1kg級はBaby　Lanceと呼んでSubsonic－trans－

sonicのTest　Missile，さらに3kg級をFlying　Lance

とよんでSupersonic　Test　Missileを研究すると云うの

がそのあらましの構想であった．Tiny　Lanceはその後

SR計画にの．てからはPencilとよばれ，　Baby　Lance

Baby　Rocketになった。

　さてこの第2段階である1kg級燃料について，昭和29

年8月に日本油脂武豊工場を訪れ，村田技師長（5）と相談

の結果，9mmダイス用の圧伸機の最大能力限界と，Test

Missileとしての手頃な大きさの歩み寄りから65mm径

燃料を試作してみる話が成立した・この費用としては富

士精密工業株式会社に昭和29年度交付された通産省工業

試験研究費および文部省試験研究費（研究主任者　糸川

英夫）を充てることを考えていた．

　これがベビr・Vケヅトの発端である．かくし七ペビ

ー・ロケットはSounding　Rocketを1．　G．　Y．に間に合

わすためのstepと云うより・それ以前のTest　Missilg，

系列の第2stepとして誕生し，いわゆるSR計画に

先行し，SR計画が始Qるまでにすでにその骨格う：きま

っていたために，必ずしもSounding　RockerへのsteP

として好適であったか否かは疑問である。その結果とし

てテレメーターやリカバー用の蔀品を積むためには重

心，重量，容積の点で，はなはだ窮屈なものになり，外

形寸度に再三の計画変更をした為に先端にかなりのバラ

ストを積まざるを得ない経緯をとっている．

　さて65mm径用のダイスは武豊工場で図面をつくっ

て，これを富土精密荻窪工場に送り，ここで製作して武

豊工場に送ることとし，この聞の申合せはいわゆる，29年

9月21日申合せ事項となって正文化された・この中には

現用されている65mm径燃料の他に扇形型形状（朝顔の

種の形）用として，6S，20Sの推薬を試作する計画が含

まれていたこ，とは注目すべきである・この方はその後遥

展ぜず，進行中止の形で現在に到っている．

　65mm級燃料ができた後はこれを1kgと3kgの二っ

の長さに切る予定で，3kgがsupersonic　Missile用で

あることは前述の通りである．これは後にアルファの名

になって地上テストスタソドでの実験が30年度に終了し

ているが飛翔試験は中止された・
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　かくして65mm～1kgのロケット・エソジソでの研究

が進みこれを用いたロケットとしてペビー系ロケットが

生れた．

　2、　ベビーS・ロケットの計画　　　　・

　前述のようにペビー・ロケットの発端はSounding

Rocket用でなく，ペソシルに続く水平レyジ用のTest

Missileとしてスヌートしたもので，スピンをかけスピ

ソ法（6）にょって翼の空力特性を求めることおよび減速

法〔6）によって抵抗係数を求めることが考えられていた．

（詳細は生産研究　第8巻　第2号　62頁参照）

　ベビー・ロケットの計画は29年11月頃から数次にわた

って行われたが本格的設計は30年4月の国分寺ペンシ

ル・ロケットテストが行われる頃からである．

誕 920

砺擁ド　シ

ボ1∫エステル製用

　　　　　　　　　第1図　ベビー　S

　当時になってようやく1．G．　Y．用のSounding　RQcekt

をやることがきまり，ペビー・ロケットは水平用から垂

直用に90度の方向転換をされることになった，このため

当初計画されていたヂャイロや安定装置はとりやめ，ま

た舵の操舵系もとりやめ，arrow　stabilityのみでzero

第2図　ベピーS

spinをもつ観測ロケット用

Test　MissUeに切りかえられ

たのである．

　ペソγルと同じくベビーは

このようなやや私的な研究計

画から公的なLG，Y．プラソ

への移行の過渡期に生れ，成

長したために研究組織の上で

も，設計の上でも幾多の困難

があワたが，とにかく昭和29

年度における上述の下積み研

究がなければ，昭和30年の筐

か1年間にペソシル，ベビー

S．T．Rと4種類のPケットを

製作し飛翔試験を行うことは

不可能であり，このことは特

記する必要があろう．

　さてペビーの性格変更に伴

い，観測ロケット研究上の重

要研究項目として

　（1）ランチソグ　→ペビーS

　（2）テレメーター→ベビーT
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　〔3）記録回収一ペビーR

の3都門が挙げられ，それぞれ噂能の目的をもつものと

してベビーにS．T．　Rの3縄を作る：とガざま・．たのば

30年6月である．

　ぺu’－Sの外形はエyジン寸度から80mm外径がきま

りr次に全長は，造波抵抗と摩擦抵抗の和をminimum

にする条件（7）からLID＝ユe～11とと！〕，900mmときめ

た・その後，重心位置の関係から僅か全長がのび約全長

1mとなワている．

　3．設計の変更

　30年6月24日における設計全億重量は5kgで（その内訳

機伽1・95kg・エ・ジソ・2．10kg，燃料・0．95kg）あワ

たが飛翔試験時の実測は8．375kgに増加している，

　　　さて当初の設計では推力×時間を167kgX1，14秒

　　と，86kgX2．20秒の二っ，燃焼速度の速いものとレ

　　遅いものに分けてその優劣を比較した結果，速い方

　　すなわち167kgX1．ユ4秒の方が採用されだなお計

　　算の進捗に伴い，水平レソジテストを行5ためには

　　全長500m以上のvyジを必要とすることが判明し，

　　各所に候補地を求めたが遂に見当らず，ためにペビ

ーSの水平テストは放棄され，いきなり上に上げること

になったものである・また設計の当初はブースターは考

えず，single　rocketであった．

1夏30年8月1日に到O，部品の製作と共に重量が最初の

5kgより漸増する方向となり，飛翔径路計算は5kg，6kg，

瞥8kgの4種について行・た・この計算によ・てペ

ビー－Sが100m！secの初速でラソチャーから離れるため

には（この速度はペンγルのテストと大体同じである〉．

ラソチャー長が20m以上となることか明らかになり，ラ

ソチャーを実用範囲4皿程度に止めるtめにはブーXタ

ーを必要とする2毅式ロケットにすることが決定され，

ブースター・エソジンとしてはペソs　ILの9mm燃料と

して12本束にした短時燃焼系エンジンをスターbした，

30年8月9日の設計では

　ブースター重量＝2．43kg

　〃　　　　　　　燃料＝14〔｝9

　〃　　燃焼時間＝0．0615秒

　〃　　　推力；524kg

であった．

本体重量＝4．62kg

〃　　㈱＝1．Okg

〃燃焼時間宣1．605秒

〃　推力＝・112kg

　その後機体重量が付属部品のために増加し30年8月17

日には4．62kgから7．375kgに増し，また機体全長が

1，062mにのびた．

　最終的には重量は8．375kgとなり4mラソチャーを使

用してラyチソグ速度は40mJsecと決定した・これで大

体十分の分散安定度をもっものと考えられた（安定計算

の章参照），
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第8巻　第4号
137

第3図　ペビーS．T．　R用ランチャ

　4．．ベビー用ランチヤーの設計

　ペソγル用ラソチャーは鋼板4板をX型に組合せる構

造を基本にしている．ベビー用ラyチャーでは最初ぺy

yルラソチャー型を考えて一一・応の図面を作ったが，重量

が重く，運搬に不便なのと，カメラ撮影上不便があるの

で放棄した・その後，米国のPOGO用ラソチャーおよ

び中川良一氏が米国から持ち帰ワたAerobee用ラソチャ

ーの構造方式を検討した結果，重量を軽減し，また製作

コストを引下げるためにアソグノレ材を主にしたトラス構

造を採用することになi’／た・

第4図　ペビー用ランチャー

　全長を4mにすることは前項の経緯で30年6月に決定

した。30年7月4日にラyチyグの便のitめ根元部に開閉

装置をつけることが提案され，また材料は最初軽くする

ためにジュラルミソアyグルを考えていたが入手とコス

トのためにsteel　angteに変更した．

　図面は30年7月11日に完成し府中の斎藤鉄工所で製作

された（富士精密より外注）・同25日にラyチャーをおく

基礎台，コYクリート施工法，アyカーボルトの計画を決

定し，揚角はヂ＝一ソプロックで行うことにきめた・完

成は同30日で塗装してから8月3日秋田に発送し，ラソチ

ャー基礎工事は同12日より荒沢組により着工，8月中旬

完成した。ラソチャーの内径は86mmできめてあり，

したがワて翼取付帯の所で間隙の最大は3mmである。

　5．　重心の決定

　1955年8月ペビー完成後の実測によれば

　　燃料あり　重量＝5．62kg，　C．G．＝76．5％

　　〃　なし　〃　＝4．62kg，　C．G．＝76．8％

であった．国分寺ぺyシルではC．G．は58．7％～70％で

あ・，て70％の20D系はかなり分散が大きい．しかも

ベビー風洞試験第1次報告にょればC．G．＝69％で完全

にstatical　unstableになる，その後風洞試験が修正さ

れて第2次報告ではC．G。＝80％になったが，それでも

ペソシルの分散から考えれば76％はうしろすぎる，大体

C．G．－55％～50％を目標とすると先端にかな1）のパラス

トを必要とし全重量＝8．375～Z375kgとなる．

　　Baby　S－1，2，3とW＝8．375～7．375kg

　　　　　　　　　　C．G．＝55％－50％

ときめ

　　ベビーS－4，5，6　W・・8．2～7．2kg

　　　　　　　　　　C．G．≡55．5％～53％

とした。多少の相違はバラストの入れ方による。

　なお．上記のC．G．とC．P．でペビーSの分散（disper・

sion）をR㏄ket　Functionによワて計算してみると同一

条件で

　　ペソシルのdispersion　1．2gに対して

　　ペビーの最大dispersion　15°
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となる．これからラソチャーの最大角度は75°ときめら

れた．（安定計算の章参照）

　6・構造，強度，材料

　ペビー・Ptケヅト製作についてはエソジyは荻窪工場

で製作するので機体は富士精密三鷹工場で製作したい希

望があった・当時三鷹工場ではポリエステル樹脂を自動

車体に応用する研究が進んでいたので，これをベビー・

Ptケット機体材料に用いる案が提案された．

　ただし，ポリエステルでロケヅトをつくるのが始めて

であるため，工作法，製造法について相当の研究を必要

とする・尾翼もポリエステルで試作された．当初は尾翼

々型はdouble　wedgeであったがその後，機体重量の増

加と共に性能が低下し遷音速ロケットとなり，尾翼々型

がNACA　65AOO8になるに及び尾翼はduralmin製に

なった．

　さて，機体はポリエステル製のものができ上った後，

強度試験（池田報告参照）の結果耐熱強度カミ貧弱そ実

用にならぬ旨の判定があり，リゴラックに変更した・

　その後，前項のようにC．G．の修正問題が起きたので，

先端部のみが鋼製になり，結局ポリエステル，リゴラッ

クは胴体の平行部のみとなった・

　最後にテストスタyドで全体Pケットの燃焼試験を行

った結果，リゴラック，ポリエステル両者共熱的変形は

認められなかった・

　ブースー5t・一一尾翼は鋼板にして費用の節減をはかった。

　7．　空力的設計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
　胴体の先端形状はtangent　ogive形式で10Rをとり

尾翼面積はstatical　stabilityと分散から0．038m2とき

められた・アスペクト比2．35，断面は最初，double

wedgeを考えて製作まで行ったが，その後重量の増加に

よ？て性能が低下し，subsonic　missileになったので

NACA　65AOO8の層流翼型に変更した．

　8．工作，製造

　ベビーSの製作予定数は最初3機であったがペソシル

の秋田飛翔試験の結果機数を増す必要をみとめs6機に

なった・次に工作製造上問題になった諸点をあげる。

　（1）　ミツサイル頭部，ミツサイル中間部，ヂャソ犬

一一�牛№ｵた場合，チャソバー部を正にして先端の振れ

を0．05％以下にすることを目標としたが頭部および中

間部はポリエステル製（後に頭部は鋼に変吏された）で

あるため金属と違い材質による不安定であり，’しかも肉

厚は2．5％という薄いもので，それに接続部品をデラか

ダイト（接着剤）で接着したため接着部品が多少倒れて

接着された。その結果結合した場合の振れは最大2．0％

に達するものがあった．それで接着の方法を工夫し，ま

28
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た接着後接続部品の修正方法を研究した結果大部分のも

のは0．03％以内，最大のものでも0．05％以内に入るよ

うになった．

接続部品　　　接続部品　　頭部

●oo

　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

@　　　　　　　　アラルダイト棲着　中闇部　　アラルダイト接着

黶@　一　　　　約伊

」

　　　　　　　　　　第　5　図

　（2）　ミツサイル頭部　頭部加工の精度を確保するた

め，倣旋盤で加工を行った．そのため段取りとして倣旋

盤テシプレー一トおよびその取付具等を要した。加工結果

は精度，仕上面共に良好であった。

　（3）　ノズル　本体ノズルはスロート部の直径が9・3

％で細いため精度および仕上面の点で加工が困難であっ

たが，加工方法を研究することによってほ支満足できる

状態にできた．

　（4）　頭部および中間部はポリエステル製であるが

（後に頭部は鋼または軽合金に変更になった）最初4月

にポリライト（商品名）で製作したが耐熱および強度上

問題があったのでその後中聞部はり’ゴラック260Hに変

更し製作した．こゐ製作には型その他諸設備を要し，苦

心したがまだ完全なものとぽ云えないようである・

（5）ポリエステ・吻機械加工は金属と果なり材獅1

不安定なため，しかも肉が薄いので問題が多かった・特に

困ったことは変形がある・これは今後ポリエスル材質そ

のものの検討を行うと共に加工方法を研究する要がある

　（6）翼の製作は最初はポリエステル製であったが後

に軽合金に変り（翼型NACA　65008）そのためti’　・一ジそ

の他の段取りを要し，しかも加工時間も非常にかかった

　（7）翼の外筒への取付精度は性能に大きな影響があ

るのでこの作業には取付治具を製作して精度確保に留意

した．

ベビーTl・ロケットの設計について

　ベビーT（8）は前述および生産研究　第8巻　第2号に

詳報されているようにテレメー一タ技術め研究用に作られ

たもので，ロケレト自体の設計基本はペビーSと全く同

じであるが以下細部にわだつて相違点のみをあげる．

　　　　　x　tt　　　．L　・し：’”

　11．胴体窄度φ変更、．、

　送信機輝よび計測器寮装備するためにペビーSのまま1

では寸法不足のためt：胴体の中，ポリモステル製の平行

部で長さを100mm伸した。・なお先端部はバラ踏の関

係上鋼製で挿が・平術部を鯉エス励レに磯の噸

気的考慮からで，この上塗料瞳？～こて杢金属成頒穂

ないもo？を特に選んだ・獄引、・1鎖．l　t・　・JL＼1ら∴一・1
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アンテナ
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　2．　重心位置の決定

　胴体平行部の長さが伸びたためと，アyテナが尾部に

ついたことのために重心計算をやり直し，設計重心を60

％ときめた。ベビー一一　T－1号機の実測値はW＝9・35kgで

C．G．＝62％であった．

　静安定としてはC．G．60％のベビーはC．G．70％のぺ

yシルと大体equivalentになる．

　3．遅延イグナイタの種類

　ベビーT用として主エソジソ点火時間をきめるイグナ

イタ時刻を70m／sec　100m／sec　120m！sec　150m／secの4

種用意した．

　4．　発煙系

　ベビーTで始めて尾端に入れる同心円筒形のものが採

用された（発煙装置の章参照）・

　5．取付方式

　送信機および計測器の機体への取付方式については種

々な案が出たが，最後的には送信機はsuspend　system

とし，計測器と一体にして胴体中央接合金具につける方

式がきまった．

ベビーR・ロケットの設計

　1．　ベビーR・ロケットの目的

’ロゲット観測において最も難しい技術の一つに記録回

収法（9）がある・記録は1部はテレメータt－一で送信され，

地上で受信されて記録が得られるが，他のものはPtケジ

ト内に記録部があり，これをロケットから切り離して，

またはPケットごと破損しない状態で回収する．記録回

収される対象は

　（1）wire－recorder，カメラ式recorderなどのrocket・

　　　1）orn　recorder

　（2）太陽スペクトルのフイルム，宇宙線乾板，X線フ

　。イルム等

　（3）上層大気のsamplingしたもの

　（4）高度測定とrocket　aspect測定用カメラ

などであり，　　　　　　　　　　　、　、

　　　　　　　　　　　　　従来，米国（10）フラyス（12）

　　　　　　　　　　　　などで行われている回収法は

　　　　　　　　　　　　　（1）simple　ejection（記録

　　　　　　　　　　　　　　　部を丈夫なケースに入

　　　　　　　　　　　　　　　れてPケット内からi飛

　　　　　　　　　　　　　　　び出させる）

　　　　　　　　　　　　　（2）ejection　with　drag（上

　　　　　　　　　　　　　　　記ケー一スにエアプレー

　　　　　　　　　　　　　　　キをつけて落下速度を

　　　　　　　　　　　　　　低める）
　（3）Parachute　recovery（回収部にパラシュートをつ

　　　けて落下の衝撃を防ぐ・Ptケット全体をパラシュ

　　　ートで回収した例もある）

　「4）・ev・・ance（…tr・ト全体を二つ，または三つの部

　　　分に空中で分離し，aerodynamical　poorの形にし

　　　て抵抗を増す方法で，最も成功している（11）．）

などである．概してパラシュートやブV一キをつけたも

のは落下衝撃は小さいが，横風で流されるので落下地点

の予想が困難であり，simPle　ejectionは落下地点の予想

は容易であるが，空気との摩擦による発熱や，落下時の

ショックに難点があり，地面または砂面では埋没して発

見困難である・severance法はこの中間でまず成功率が

静・が・海面では不可能である．

　落下地点発見法として現在，米，仏で用いられている

方法は

　（1）レーダー

　②　望遠鏡セナドライト

　（3）落下地点推算用コyピューター

　（4）音響探知器

　（5）弾性波発見法

　⑥　発煙，発火，着色リボソ

などであるが，われわれの場合に最も本質的な問題点は

米，仏，英などが砂漠で実験を行っているのに反して，

海面を使用しなければならないことである．

　そこで浮游装置と，ダイマーカー（海水を着色して発

見を容易ならしめる）が必要になる．

　海面での回収はいまだ外国でも前例がなく，非常な困

難があるものとされている．

　’A“ピーR型・ロケットの他の一つの目的はrocket．born．

カメラ∫10）（13）（以下R．B．カメラと略称）によるPケット

姿勢の測定法の研究である．これはPケット内に自動カ

メラを自蔵しk一昇屯このヵメラが地平線，または水平

線を撮影しつつ上昇し，このフイルムを回収して，地表

面の撮り方によって撮影時のロケットの高度および姿勢

を判定する方法である．

2．　リカバー委員会とその経過

上記のような海面における記録回収という新事業に取
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り組むに当ってまず回収技術全般に対する調査と討譲を

するためにV研連tlc・iJカバー委員会（委員長，高木昇）

を設け，30年6月20日の初会合から同8月22日まで数回の

会合を開いて，航空関係者，船舶関係者などからいろい

ろな示唆が提供された・基本方針としては分離法とパラ

シューaトを併用し，これにフロートとダイマーカーをつ

けることとし，研究項目を下のように選んだ・

　（1）Pケット本体の切断区分法

　（2）切断装置，押出装置

　（3）時限系

　（4）起爆信号系

　（5）　パラシュート

　⑥　フロート

　（7）地点発見法

　（8）　R．・B．カメラ

　切断区分はパラシュー一一トなしの3一区分案，エソジyと

ヵメラをパラシュートリカバーする2一区分案　カメラの

になる．

　起爆信号系は電波で下から命令する方式が最良であろ

うが，今回はとりやめ，遅延時限系によることとした．

　切断装置は山本教授の下で研究され（別章参照），V字

型の輪型切り込みをもつ円筒に，綿火薬をまきつけ，こ

の外方爆圧で吹き切る実験を行った．

　3．　ベビーR設計

　30年82月2日のIJカ7〈　e一委員会で一応基礎的調査を完

了し，具体的なペビーR型・Ptケットの設計に着手し・

第1図のような基本的計画を行った・

　この重量配分による重心位置は59．5％である。推定

全備重量は9．43kg，ロケヅト全長1M　170mmであった

が，同8月31日再検討の結果，C．G．考慮と，各部品の収容

上，胴体平行部をTよりさらに30mm伸ばすことにな

り，全長は1M200mmとなる・重量配分は

　　切断装置篇O．28kg　　パラシ「ユート＝0・19kg

Σ三」ミ

7

パラシュート

CG　O6曾
全体

120 些

　　　　　　　　　　　1170GG596％（698）一

　　　　　　　　　　　　　　第1図　ベビーR型ロ
みをパラシュートリカバーする3区分案等が最初考えら

れ，次には桃太郎型に頭部を割り，頭部上向きの状態で

開傘する全リカバー案，胴体の横を年輪状に割りパラシ

ュートを火薬で打出す全リカバー案，などの全リカバー

案も考えられた・

　パラシュートは航空局井上氏から現用されているパラ

シュートのおのおのについて資料が提供され155mm照

明弾用のものなど目的に近いものと考えられた・

　フロートはリカバー重量を4kgとすれば設計浮力6kg

程度のものと予想され，製作上の問題点としては圧搾炭

酸ガスボソベを米国より輸入していたものを国産化する

ことがあった．ボソペの開栓に要する力は4kgで，この

力をパラシュートまたは他の方法で与えねばならない・

　地点発見法としてはラジナビF－一コyなどは準備の都合

上，聞に合わぬとし，もっぱらダイマーカーに頼ること

　　　　　　　　　　　　　　　　518
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
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ケ　ヅ　ト設計図

胴　　体一2．　16kg

発煙筒＝0．25kg

フv一ト＝0．36kg

その他＝・＝　O．　12kg

押出装置＝0・25kg

エこ／ジン！＝＝4．87kg

カメラ＝0．72kg

　全備重量は9．20kgである。

　胴体はペビーSおよびTでは平行部がポリエステル，

IJゴラヅクであったが，ベビーRでは軽合金（デュラル

ミソ）を使用した．鋼製にしなかったのは，R・B・カメラ

のスタートがmagnetic　start　systemを考えていて，磁

性材料を嫌ったからである．

　その後，三菱電機世田ケ谷工場でフPt・一トができ，藤

産業KKでパラシュートができて，この製品を検討した

結果，胴体内に収容する際プレスする必要から，二つ割

り収容筒を必要とすることが立案され，これに押出し火

薬引火用パイプをつけることにして基本線が決定した。
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　押出し装置は山本教授の設計で，黒色火薬を用い，こ

の燃焼ガXの圧力で，二つ割り収容筒を切断された機体

から外界に投げ出す．

　切断区分は二γジソと胴体の接合部で分離する2一区分

法を最終的に決定し，カメラ入り頭都をyカパーするこ

とになる．フロートは完成後のテストでは浮力9kgで計

画値より大きい・また炭酸ガスPtソベの開栓力は計画4

kgに対して実際は3．　2kgであワた。

　30年9月5日に以上の設計に基いて実体木型模型（モッ

クアップ）が作られ，実際にパラ・7ユート，フロートを

収容して，納まり具合を検討した。なおこの日にダイマ

ーカーの室内試験をも行った．

　かくして第2図のような設計図が出来上った．一方山

本教授の手元で火薬導火線による遅延時限系がまとまり

これを用いて，発射後，25秒で切断，その後1－15秒で

押出し火薬に引火し，パラシ

＝L・一トとブF一ト入りの筒を

押出し，まずパラ・7＝一一トが

開傘し，この画撃でボソベが

開栓し，ブロートをふくらま

せる．かくして，パラS7　＝　・一・

トおよびフロー　t・の下に頭部

がカメラを入れたまま吊り下

がり海面に落ち，ダイマーカ

ーで海面を着色すると云う線

がきまった，

　エソジソの熱によるパラシ

ュート，7P一トの焼損にっ

いては特に考慮が払われた。

　以上の状態では

　W＝8．7kg

　C．G．　＝　65％～62％

になったが，さらに2％C．G．

を前出ざせることが適当と考

えられ，このために先端部に

パラスト0．2kgを入れ，結局

　W＝8．7kg

　C．G．＝63％～60％

となワた・

　出図は30．9．27．で完成は

30年10月15日～22である．　　　　第3図

　飛翔実験に先立ち，生研内および秋田ロケット試験場

で第1次より第10次まで10回の地上切断テストを行っ

た．このテストの目的は

ω胴体の切断状翼の検討

（2）押出し屠火薬量の決定

⑧　切断および押出し用火薬の燃焼によるパラ・yr
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　　　トおよびフロートの焼損の有無の検討

　（4）押出し運動中のパラシュート，フロートの破損の

　　　有無

　⑤　カメラとパラシュートを結ぶ索を，チz－y，鋼

　　　索・ロープのいずれにするかの決定

であり，これによって得られた新しい成果は

　（1）パラ・y＝一ト，フロートに対する保護装置

　②　カメラを結ぶケーブルが押出し運動によッて切断

　　　することをさけるkめに胴体に予めXt；C二つの割

　　　り線切り溝を入れること．

　③　押出用黒色火薬の移動防止策

などであり，これらによワて空中試験の成功をもたらし

た・地上試験と平行して，東京月島で飛行機からの投下

試験を行うことが30年10月20日計画されたが雨天のため

中止され，空中試験は最初からロケット飛翔となった．

　最終的なぺtf－R型は第3図にその写真を示す・ブー

スターは垣見氏の提案によワて尾翼をつけるのをやめ

た．これはベビーSおよびTが全部ブースターがラyチ

v一内で離脱し，翼の必要はないと考えられたからであ

る．　　　　　　　　　　　　　　　（1956．3．10）
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